
○　教科に関する調査（全国の平均正答率との差）

【国語】 市平均

全国平均

【数学】

今治市
中学校

令和７年度　全国学力・学習状況調査

（各教科観点別等の状況）結果

言葉の特徴や使い方に

関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

知識・技能

思考・判断・表現

数と式

図形

関数

データの活用

知識・技能
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○　教科に関する調査（全国の平均正答率との差）

【理科】

市平均

全国平均

　

　※全ての生徒が解答した共通公開問題(６問)について、問題ごとに
　　全国の平均正答率と県や市町の平均正答率との差を比較したもの

中学校
令和７年度　全国学力・学習状況調査

（各教科観点別等の状況）結果 今治市

　１（１）電気とそのエネルギー
　　　　  (知・技、選択）

１（２）身の回りの物質と
　　　  その性質
　　 　（思・判・表、記述）

１（３）身近な地形や地層、
　　　  岩石の観察
　　　 （思・判・表、選択）

　１（４）生命を維持する働き
　　　　  (知・技、選択）

　　１（５）原子・分子
　　　 　　（知・技、短答）

１（６）身の回りの物質と
　　　  その性質
　　 　（思・判・表、記述）



○　生徒質問調査（全国の平均回答率との差：肯定的な回答）

市平均

全国平均

○　結果の分析と改善策

教科に関する調査では、国語は昨年度に比べて全国平均との差が縮小し、改善が見られるものの、数
学は全国平均との差が大きくなっている。特に数学の「思考・判断・表現」の項目は、全国平均を大き
く下回っており、課題である。また、理科は１（２）、（６）の「身の回りの物質とその性質」に関す
る問題に課題が見られる。今後は、設問ごとに詳細な分析を行って成果と課題を明確にするとともに、
知識及び技能の習得と、それを基盤とした思考力、判断力、表現力等の育成を一体的に捉えた学力の育
成が望まれる。
生徒質問調査では、「将来の夢や目標を持っている」「自分にはよいところがある」などの項目が昨

年度に引き続き全国平均を上回っており、キャリア教育や自己肯定感を高めるための教育活動の推進の
成果がうかがえる。また、「授業でＩＣＴを週３回以上使用した」の項目は、昨年度から大きく改善さ
れている。一方、理科の「授業内容はよく分かる」「課題の解決に向け、自ら考え、自ら取り組む」な
どの項目は、全国平均を大きく下回っている。今後は、アナログとデジタルのベストミックスの観点か
ら生徒の学力向上につながるＩＣＴの効果的な活用の在り方を研究し、生徒にとって「分かる」「でき
る」を実感できる授業づくりをより一層推進することが望まれる。

中学校
令和７年度　全国学力・学習状況調査

（学習や生活の状況）結果

将来の夢や目標を持っている

授業でＩＣＴを週３回以上
使用した（ほぼ毎日を含む）

国：授業内容はよく
分かる

数：授業内容はよく
分かる

自分にはよいところがある

理：授業内容はよく分かる

課題の解決に向け、自ら考え、
自ら取り組む

人の役に立つ人間になりたい

平日、授業以外に１時間以上
勉強する

今治市

学校に行くのは楽しい


